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お盆 

 

  今回ご紹介するのは、「木材で作られたおもちゃ」です。これを作られているのは、千歳市内で木材店を経営してい

る小西様です。会社を訪問した際にどうみても遊具だよなぁと思われる物があり、お話を伺いました。 

「きっかけは１３年前に始まった、夏祭りの客寄せでした。ゲームを作って子供たちが集まれば大人も来るだろうく

らいの不純な思いつきからです。飽きられることのないように、一度使ったゲームは使わない。毎年２台くらい作り

ます。今までに作ったのはうけなかった物もいれると２０台位になります。貸出もしており、今では年間５～６件の

問い合わせがあり、完全先着順になっています。私は子供の頃から物を作ることが好きで、職人はほめられる事が薬

で、お金をもらわない仕事ほど楽しいものはないです。「豚もおだてりゃ木に登る」といったところでしょうか。 

子供は遊ぶのが仕事で、ある脳科学者が人と交わって遊ぶことは、脳の発達に非常に有効だと述べられています。ゲ

ーム機と喧嘩は出来ませんしね。たとえ喧嘩になっても、学ぶことはたくさんあります。親は子供の応援団長、見守

るしかありません。「親は稼いで食わすだけ、子供は他人に育ててもらえ」とは九州のことわざです。僭越ではありま

すが、この他にもたくさんのアイテム、ノウハウを持ち合わせておりますので、ご相談ください。」との事でした。 

（お問合せ先：090-8638-2015・小西さん） 

今流行のゲーム機でも学べるものや役に立つものはありますが、昨今の事件を考えると「人との関わり」「人のぬくも

り」について考えてしまいます。見せていただいた手作りで、木のぬくもりを感じるゲーム機に、作り手の深い思い

を感じました。スマートボールに挑戦してみましたが、なかなか簡単に出来なく、ちょっとムキもなってしまいまし

た。興味のある方や、貸出希望の方は一度ご相談してみてはいかがでしょうか。         談：奥山 

 

 

  このところ、地震、火災のニュースが目立つ気がします。 

そんな中、消防用設備用品販売・保守点検業務を行っている株式会社ドーリツ防災設備の松下専務様から「火災で一

番怖いのは煙です。」と教えて頂きました。今回は、専務様の大変貴重な体験からのお話をお伝えしたいと思います。

何年か前に、管理会社から火災報知機が鳴っているので調べてほしいと一報が入り駈け付けたところ、火災が発生し

ていました。少し経ち消防の方からもう鎮火したので火災報知機を止めてほしいと言われ一緒に現場に入ったそうで

す。奥に進むと突然視界が真っ白となり前後左右が全くわからない状態で、1 人取り残されてしまいました。普段点

検等で何度も中に入っており、会社の中は熟知していたはずなのにと思い少し冷静さを失いかけた時、誘導灯が現在

位置を示してくれて事なきを得たそうです。何も見えない時の明かりの役割を改めて実感したのと同時に一歩煙に巻

き込まれたらどうにも出来ないと感じたそうです。松下専務様からは、「基本的な事かもしれませんが、火災が発生し

た時どうするかを普段から考えて置くことや住宅用警報器や消火器の設置はもちろんですが、点検が一番重要です。

財産を守る為に安全対策を見直しませんか。」と言葉を頂きました。 

後に消火器の簡単に出来る点検も教えて頂いたので皆さんもお確かめ下さい。 

必ず（写真１）のように製造年が記載しているので確認出来ます。５～８年が 

 

目安で交換等をお勧めするそうですが、保存状態によっては年数ではなく本体 

の繋ぎ目等が錆びでいたら（写真２）危険でいざという時に破裂するおそれが 

あるそうです。私も心構えから変えて行きたいと思います。  談：FIT・斉藤                    

 

地域活動の支え 

 遊び心・・・世界でひとつの物作り 

写真 1              写真２ 松下専務様（写真左）の消火器

の点検作業中を、見学させてい

ただきました。消火器の粉は

「白」と思っていましたが、「淡い

ピンク」でした。いざという時の

大事なものなので、点検も慎重

でした。 

火災警報器の設置が義務付けにと
もない設置作業に大忙しとのことで
す。皆さん設置はお済ですか？ 

簡単にホームランやクリア出

来ないように工夫がされたゲ

ーム機たち。 

木の感触が手に、心にやさし

いです。 



 

   

 
 
                       
 

 

 

 

    

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

    

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００８年 ７月３１日  ＶＯＬ．３７ 

発行元：㈱カミノ 

TEL：0123-23-4255  ／  FAX：0123-24-1381

 e-mail：kamino@rose.ocn.ne.jp 

   

  今、まさに北海道は夏真っ盛りで、ここ千歳でも毎週末に各地で楽しいイベントや夏祭りが催されています。千歳

市民夏まつりは、７月１９日のオープニングセレモニーを皮切りに８月２０日の納涼盆踊り大会でフィナーレを迎え

るまでの約１ヶ月続きます。中でも８月２０日の納涼盆踊り大会のパレードは道内でも 大級の規模を誇り、職場や

団体、家族等のグループによる仮装やパフォーマンスで毎年大いに盛り上がりを見せます。当社も例年この盆踊り大

会に社員一同、またメーカー・問屋さんのご協力をいただき参加させていただいています。 

「盆踊り」の解釈は、仏教行事に由来し、村落社会の娯楽と結束を強める意味もあったようですが、 

私にとっての「お盆」とはなんだろうと少し考えてみました。子供の頃の記憶といえば、お墓のあ 

ちこちに焚かれていたかがり火とお供物の桃や葡萄の甘い香り、浴衣を着てお菓子目当てに出かけ 

た盆踊りといったところでしょうか。私が生まれる前に亡くなってしまった祖父母やご先祖様には 

何の関心も無く忙しいとか休みが無い等を理由にお墓参りにも行かずにそのまま大人になった様に 

思います。でも、父が亡くなってから、お盆は身近なものになりました。お盆には亡くなった人たちの御霊(みたま)

が帰って来られるとか。私も父を迎える為に盆提灯を吊るし、キュウリとナスで精霊馬(しょうりょううま)を作ります。

キュウリは足の速い馬に、ナスは歩みの遅い牛に見立て、あの世から早く家に帰ってきて、あの世に帰るのは少しで

も遅く、また供物を持ち帰れるようにとの願いが込められているそうです。家族でお墓参りに出かけ、今ある幸せは   

父やご先祖様のお陰と掌を合わせています。 

「お盆」も「盆踊り」も地域や信仰などによってその意味や形は様々ですが、「家族」そし

て「感謝」という大切な事を忘れてはいけないと深く思う行事ではないでしょうか。８月

２０日は普段はネクタイ姿の営業も浴衣にタスキ掛けの粋な姿で、日頃お会いする機会の

少ない業務の私たちも粋な浴衣姿で参加します。日本が誇れる夏の伝統行事の盆踊り。皆

さんも一緒に楽しみませんか？ Let’s BON Dance！！          談：ＪＲ・二階堂 

   

  今回は日常業務の取組みとして「返品件数を減らす」についてお話したいと思います。 

 ご理解とご協力お願いします！！ 

取り組む事となった原因として、返品件数の増加が挙げられます。平成１８年度は、７５６件の返品がありました。

月平均６３件、１日平均（２０日計算）で約３件となります。ところが、平成１９年度には、なんと９７９件までに

増加。月平均で約８０件以上になってしまいました。実は返品処理にはかなりの手間がかかり、問屋在庫品は良いの

ですが、メーカー取り寄せ商品については、返品の承認、梱包して、また 近は返品手数料、送料負担なども発生し

ております。返品いただく理由は、①サイズ、②数量、③色がベスト３で、実はお客様の都合により返品となる比率

は６割程度をしめております。当然、受注の際のやり取りの不備によるものも多く、今期は「返品件数を減らそう」

を重点とし、受注時の内容確認の徹底をしております。大変申し訳ありませんが、お客様にもご理解とご協力をお願

い申し上げますとともに、ご注文の際、今一度の確認をお願いいたします。 

返品いただく商品のうちＯＡ関係の商品が多くなってきました。ＯＡ関係の商品も半年でモデル 

チェンジしてしまう物も多く、後継でお届けしたつもりが違っていたと言うこともあります。 

また、ボールペンについても新商品が出れば替芯も新しい物に・・・。品番を１文字聞き違った 

だけでも違う物になります。受注時の確認ばかりではなく、商品知識についても勉強しなければ 

と思っております。 

地球規模でＣＯ2 の削減と言われている昨今、それと同時に返品削減し、でも、知識は豊かに、できれば懐も豊かに

を目指してがんばっていきますので、ご理解とご協力のほどお願いいたします。           談：ＪＲ・西道口 

 

余談・・・ 

右のボールペンは、あのドラマ「CHANGE」の「朝倉啓太総理大臣」が使っていたものです。 

これを使ったら、熱く仕事ができるのかも・・・。人気商品です！ 

（ﾊﾟｲﾛｯﾄ・ﾂｰﾌﾟﾗｽﾜﾝ  定価：￥3,150） 

Ｌｅｔ‘ｓ ＢＯＮ Ｄａｎｃｅ！！ 

Word の講習会をしました。図の挿入やイラ 

ストを使う際の注意点のお話から、なぜか子 

育ての話になり、悩みや子供には言えないう 

っぷん話で盛り上がりました。パソコンに関 

してだけでなく、色々な情報交換が出来まし 

８月３１日（日）に「いずみワークセンター祭」が開

催予定です。センターで作られる出来たてのパンや近

郊の授産施設で作られる工芸品、地元農家で作られた

新鮮な野菜、焼きそばや焼きとり等など販売 

されます。他にもセンターの皆さんによる 

余興もあり、お楽しみ抽選会もあります。 

毎年お手伝いをさせていただいております 

が、天気はいつも晴れ。センターの皆さんの努力と一

生懸命が天気になるのだと感じました。是非、お越し

下さいませ。 

た。皆さんもうっぷん晴らしどうぞ～。 


